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国
土
交
通
省
は
、
高
速
道
路
の
有
効
活

用
や
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

建
設
・
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能
な

Ｅ
Ｔ
Ｃ

イ
ー
テ
ィ
ー
シ
ー

専
用
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
﹇
Ｉ
Ｃ
﹈
の

導
入
を
検
討
し
て
い
て
、
全
国
２１
か
所
で

社
会
実
験
中
で
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

山
陽
自
動
車
道
吉
備
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

﹇
Ｓ
Ａ
﹈
で
も
、
来
年
３
月
末
日
（
利
用
可

能
時
間
帯
は
午
前
６
時
か
ら
午
後
１０
時
ま

で
）
ま
で
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
搭
載
の
軽
自

動
車
・
普
通
車
を
対
象
に
し
た
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
出
入

口
）
の
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
実
験
期
間
中
は
、
吉
備
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
左

図
参
照
）
か
ら
山
陽
自
動
車
道
へ
の
出
入
り

が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

吉
備
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
地
区
協
議
会
（
1
０
８
６

１
４
１

６
）、
土
木
課
土
木
係
（
1
(2
８
２
９
１
）

803

吉備ＳＡでスマートＩＣ社会実験中
高速道路のサービスエリア［ＳＡ］に自動料金収受システム［ＥＴＣ］
の出入り口を設ける「スマートインターチェンジ［ＩＣ］」の社会実験
が山陽自動車道吉備ＳＡ（岡山市今岡）で始まっています。どうぞご
利用ください。

１０
月
定
例
市
議
会
が
、
１０
月
３１
日
か
ら

１１
月
１８
日
ま
で
の
１９
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
の
は
、
一
般
会
計
な
ど
の

補
正
予
算
や
平
成
１６
年
度
の
一
般
会
計
な

ど
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
（
１４
ペ
ー
ジ

に
関
連
記
事
）、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正

な
ど
６２
件
。
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、

認
定
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、
６
億
７

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
２
４
３
億

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
旧
３
市
村
の

前
年
度
の
同
時
期
と
比
べ
る
と
７.

１
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、
ご

み
収
集
有
料
化
（
１５
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

に
２
８
３
０
万
円
。
総
社
支
線
な
ど
の
道

路
改
良
に
２
３
８
５
万
円
な
ど
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

条
例
に
つ
い
て
は
、
市
の
環
境
保
全
な

ど
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め

の
環
境
基
本
条
例
を
提
案
可
決
。
ま
た
、

清
音
保
育
園
の
定
員
を
３０
人
増
員
し
て
定

員
１
１
０
人
に
す
る
た
め
に
条
例
の
一
部

改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
代
助
役
に
吉
冨
陸み
ち

夫お

旧
清
音

村
長
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、

平
成
１７
年
１１

月
１
日
か
ら

４
年
間
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局
議
事
係

（
1
(2
８
３
３
３
）

議　会議　会

環
境
基
本
条
例
を
可
決

総
社
市
の
環
境
保
全
を
推
進
す
る
た
め
の
環
境
基
本
条
例
が
可
決
。
ま
た
、

吉
冨
陸
夫
旧
清
音
村
長
が
新
市
初
代
助
役
に
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

交　通交　通

定員が増員される清音保育園。待機児童の解消が期待される

吉冨陸夫助役

n t e r v i e w

輝
い
て
い
る
人

●

インタビュー

このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
野
球
を
指
導
・
普
及
す
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
子
供
た
ち
に

野
球
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
。

開
発
途
上
国
の
経
済
開
発
や
福
祉

の
向
上
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

派
遣
先
の
国
の
人
々
と
生
活
を
共
に

し
な
が
ら
、
国
づ
く
り
を
手
助
け
す

る
青
年
海
外
協
力
隊
。
そ
の
一
員
と

し
て
、
今
月
か
ら
２
年
間
、
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
野
球
競
技

の
普
及
に
努
め
る
の
が
、
藤
原
洋
造

さ
ん
だ
。

小
学
３
年
生
か
ら
１７
年
間
、
選
手

や
指
導
者
と
し
て
野
球
一
筋
の
人
生

を
歩
ん
で
き
た
。「
強
豪
相
手
に
、
９

回
裏
２
死
無
走
者
か
ら
６
点
差
の
試

合
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
と
き
の
チ
ー

ム
の
一
体
感
は
最
高
で
し
た
ね
。
野

球
に
は
ド
ラ
マ
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

何
よ
り
野
球
か
ら
は
、
一
生
付
き
合

え
る
仲
間
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
熱

く
語
る
。

野
球
の
競
技
国
と
競
技
人
口
の
減

少
な
ど
が
理
由
で
、
’０８
年
の
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
最
後
に
野
球
は
、
正

式
種
目
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。
藤
原

さ
ん
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
を
指

導
・
指
揮
し
、
野
球
の
競
技
人
口
の

裾
野
を
広
げ
る
こ
と
が
任
務
。
ま
た
、

藤
原
さ
ん
自
身
、
同
国
最
終
派
遣
隊

員
と
な
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
野
球
の
総
仕

上
げ
を
担
う
こ
と
に
な
る
。「
な
ん
と

か
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
よ
り
も
、

異
国
の
野
球
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が

何
よ
り
楽
し
み
。
こ
の
す
ば
ら
し
い

ス
ポ
ー
ツ
が
、
世
界
中
に
広
ま
っ
て

欲
し
い
で
す
し
ね
。」
と
重
責
に
動
じ

る
ど
こ
ろ
か
笑
い
飛
ば
す
。

ギ
タ
ー
を
気
分
転
換
に
よ
く
弾
く

藤
原
さ
ん
は
「
楽
譜
が
あ
れ
ば
何
で

も
弾
き
ま
す
。
向
こ
う
の
子
供
た
ち

と
一
緒
に
歌
え
れ
ば
楽
し
い
で
す
ね
」

と
に
っ
こ
り
。
ギ
タ
ー
は
ハ
ン
ガ
リ

ー
へ
持
参
す
る
と
い
う
。

帰
国
後
は
、
指
導
者
と
し
て
青
年

海
外
協
力
隊
で
経
験
し
た
こ
と
を
生

か
し
た
い
と
い
う
。「
甲
子
園
出
場
と

い
う
私
た
ち
が
果
た
せ
な
か
っ
た
夢

を
選
手
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
追
い

か
け
た
い
。
自
分
か
ら
野
球
を
取
っ

た
ら
何
も
残
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
」
と

白
い
歯
を
こ
ぼ
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
藤
原
洋
造
２５
歳
。
現
役
時
代
は
、
走
攻
守
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
選
手
と
し
て
活
躍
。
勝
負
強
さ
と
俊
足
が
評
価
さ
れ
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
打
順
は
１
番
。

投
手
と
遊
撃
手
、
二
塁
手
を
掛
け
も
つ
器
用
さ
も
併
せ
も
ち
、
倉
敷
工
業
高
校
時
代
は
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い
た
。
け
が
で
泣
か
さ
れ
た
大
阪
体
育
大
学
時
代
も

打
撃
セ
ン
ス
を
買
わ
れ
、
指
名
打
者
と
し
て
チ
ー
ム
に
貢
献
。
今
春
ま
で
県
立
岡
山
南
高
校
に
保
健
体
育
の
講
師
と
し
て
勤
務
し
、
野
球
部
の
顧
問
を
務
め
た
。

藤
原
洋
造
さ
ん
（
門
田
）

１１月２２日総社市野球場にて


